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■主な内容
Ｐ２　湯沢市雄勝郡総合防災訓練
Ｐ３　上下水道料金の改定
Ｐ４　農業者年金への加入を
　　　農地パトロールを実施します

元禄の時代絵巻、艶やかに

湯沢市ホームページ　http://www.city-yuzawa.jp/

あであであで

　８月５・６・７日に行われた湯沢七夕絵どうろうま
つり。今年は、「京都奥様の七夕御観覧」と題し、七
夕絵どうろうまつりが始まったきっかけといわれる佐
竹南家にお輿入れした奥様をイメージし、祭りを見物
する行列を再現。艶やかな衣装に身を包んだ一行が市
内を練り歩きました
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こ
の
訓
練
は
、
防
災
関
係
機
関
と
地
域
住
民

が
協
力
し
て
地
震
や
火
災
等
を
想
定
し
た
各
種

訓
練
を
行
い
、
災
害
の
予
防
と
災
害
応
急
対
策

と
い
っ
た
総
合
的
な
防
災
活
動
の
実
施
と
、
防

災
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
、

地
域
住
民
と
十
五
の
機
関
・
団
体
、
関
係
者
な

ど
約
四
百
五
十
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
、

よ
り
実
践
的
な
訓
練
内
容
で
、
県
・
市
・
消
防

署
・
消
防
団
等
防
災
関
係
機
関
が
中
心
と
な
り
、

秋
田
県
消
防
防
災
航
空
隊
、
秋
田
県
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
、
地
元
住
民
の
参
加
の
も
と
、
災
害
時
の

緊
密
な
連
携
体
制
づ
く
り
と
、
実
践
的
な
活
動

の
習
熟
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
災
害
対

策
本
部
設
置
訓
練
や
防
災
ヘ
リ
救
出
訓
練
、
地

元
住
民
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
・
炊
き
出
し
訓

練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
拠
点
病
院
で
あ
る
雄
勝
中
央
病

院
の
協
力
に
よ
り
、
災
害
傷
病
者
救
護
の
た
め

の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
専
門
的
な
訓
練
を
受
け
た
医
師

・
看
護
師
に
よ
る
、
災
害
発
生
直
後
か
ら
活
動

で
き
る
機
能
性
を
備
え
た
医
療
チ
ー
ム
）
の
応

援
を
求
め
医
療
処
置
を
施
す
「
多
数
傷
病
者
対

応
訓
練
」
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

湯沢市雄勝郡総合防災訓練のお知らせ〈訓練場所全体図と交通規制〉

皆瀬中学校
皆瀬小学校

皆瀬小・中学校
グラウンド

センター
広場

訓練概要図
第５想定
総合訓練

１１：２０～１１：４０
【場所】
皆瀬小学校
皆瀬中学校
閉会式

１２：１０～１２：２０
【場所】

皆瀬小・中学校
グラウンド

１１：２０～１２：１０
皆瀬小学校前
通行止め

１０：２０～１１：００
シャイントピアみなせ前　通行止め

９：３０～１０：００
旅館多郎兵衛前　片側交互通行

第４想定
多数傷病者対応訓練
１０：２８～１１：００

○消火訓練・炊き出し訓練・展示
１１：００～１１：１５
【場所】

社会福祉法人みなせ福祉会
特別養護老人ホーム
　シャイントピアみなせ

特別養護老人ホーム
シャイントピアみなせ

観閲式
１１：５５～１２：０５
【場所】

皆瀬学校給食センター
西側

皆瀬診療所

R398

菅
生
橋

皆瀬保育園

皆瀬体育館

第１想定
災害対策本部設置訓練

９：１５～９：２５
【場所】
皆瀬体育館

第３想定
山岳救助訓練及び
山林火災防ぎょ訓練
９：５８～１０：１５
【場所】

湯沢市皆瀬森林総合利用施設
とことん山

新菅生橋

消防署皆瀬分署

とことん山

皆瀬総合支所

皆瀬ダム
至
大
湯

株式会社
旅館多郎兵衛

大噴湯

第２想定
避難訓練及び火災防ぎょ訓練

９：４３～９：５５
【場所】

株式会社旅館多郎兵衛

N

今
年
の
会
場
は
【
皆
瀬
地
域
】

湯
沢
市
雄
勝
郡
総
合
防
災
訓
練

▼
９
月
３
日（
火
）午
前
８
時
30
分
〜
正
午

デ
ィ
ー
マ
ッ
ト

皆
瀬
地
域
で
は
、
訓
練
の
た
め『
サ
イ
レ
ン
』

が
鳴
り
ま
す
。
ま
た
、
交
通
規
制
も
行
わ
れ

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▶昨年の訓練の様子（雄勝地域）◀

水道料金が改定されます
９月請求分から

水道料金改定についてのお知らせ

上下
○担当　水道課管理業務
　班（☎73－2111内線
　422・423・424）

メーター口径 超過料金
150円
210円

基本料金
1,500円
1,650円

13～25㎜
30～50㎜

8月請求分まで
超過料金
155円
210円

基本料金
1,600円
1,800円

９月請求分から

改定後
⇒

◆湯沢上水道

メーター口径 超過料金
120円
170円

13～25㎜
30～50㎜

９月請求分から

改定後
⇒

◆稲川上水道

メーター口径 超過料金
145円
180円
200円

基本料金

1,700円

2,200円

8月請求分まで
超過料金
160円
180円
210円

140円
150円
160円
170円
75円

基本料金

1,800円

2,400円

９月請求分から

改定後
⇒

◆簡易水道（例：山田簡易水道）

上

水道料金改定についてのお知らせ ○担当　下水道課管理業
　務班（☎73－2111内
　線552・553）下

超過料金
130円
210円

8月請求分まで
　皆瀬地区の菅生・瀬野ヶ沢・藤倉・
白沢・仏師ヶ沢の超過料金です。この
地区以外の料金は据え置きです。

13～20㎜
25㎜
30㎜

　料金改定の詳しい概要については、
市ホームページ（上下水道→上水道
について→上下水道料金の改定）を
ご覧ください。

基本使用料は据え置きです。

150円
160円
170円
180円
75円

９月請求分から
湯沢・稲川・院内地区 山田・皆瀬・小安地区

改定後
⇒

128円
135円
142円
148円
75円

147円
157円
170円
180円
73円

８月請求分まで
湯沢・稲川・院内地区排除汚水量用　途

一 般 用

公衆浴場等用

区　分
下水道
使用料
超　過
料　金
（１㎥に
つき）

山田・皆瀬・小安地区
7～20㎥
21～50㎥
51～100㎥
101㎥～
6㎥超

改定後
⇒

2,930円
ー　

3,700円
ー　

4,700円
6,700円
ー　

10,000円
ー　

８月請求分まで
稲川地区人槽区分区　分

浄化槽
使用料
月　額
単　価

皆瀬地区
５人槽
６人槽
７人槽
８人槽
10人槽
16人槽
18人槽
25人槽
50人槽

※山田地区（山田中央・深堀・山田東部・松岡の各地区農業集落排水事業区域）
※稲川地区で排水設備工事を組合施工した場合は、改定後も基本使用料に3,200円が加算されます。

※稲川地区で排水設備工事を組合施工した場合は、改正後も基本使用料に3,200円が加算されます。

2,700円
3,040円
3,380円
3,720円
4,330円
ー　

6,310円
9,200円
16,170円



全国大会に出場の
小・中学生の二人を紹介します。
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インターネットオークションでの
                             トラブルに注意！

■消費生活に関する相談は・・・
　平日午前8時30分～午後5時
　湯沢市消費生活センター（市くらしの相談課内
　☎72－0874）へ

　インターネットオークションで、人気ブラ
ンドのスニーカーを落札した。指定された口
座に代金１万２千円を振り込んだが、約束の
日になってもスニーカーが届かない。相手に
何度電話をしても、メールを送っても返事が
ない。
　
　代金を振り込んだが品物が届かない、全く
違う品物が届いた、相手と連絡が取れなく
なったというネットオークション利用のトラ
ブルが増えています。
　ネット上の見知らぬ相手との個人間取引に
は大きな危険も伴います。
入札前に相手の評価や過
去の売買履歴をチェック
するなど、取引するかど
うかは慎重に検討しましょう。

農業者年金農業者年金農業者年金農業者年金農業者年金

～農業者年金は、あなたの
　　　　　老後をサポートします～

しっかり積み立て、
安心で豊かな老後を！！

■農業者年金への加入は、農協の窓口で手続してください。ご相談
　は農業委員会、お近くの農協の窓口、地域の農業委員へ

○問い合わせ　農業委員会事務局（☎73-2111内線520～524、
　http://www.city-yuzawa.jp）

農地パトロール農地パトロール農地パトロール農地パトロール農地パトロール

１
．
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
は
加
入
で
き
ま
す
。

　

①
か
ら
③
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
農
業
者
年

金
に
加
入
で
き
ま
す
。

　

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
（
保
険
料
の
免
除
者

　
　

を
除
く
）　

　

②
年
間
六
十
日
以
上
農
業
に
従
事

　

③
六
十
歳
未
満

２
．
終
身
年
金
で
八
十
歳
ま
で
の
保
障
付
き
で
す
。

　

原
則
六
十
五
歳
か
ら
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
万

が
一
、
八
十
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
死
亡
し
た

翌
月
か
ら
八
十
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年

金
の
現
在
価
値
相
当
額
が
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

３
．
公
的
年
金
な
の
で
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
全
額
（
十
二
万
円
〜
八
十
万
四
千
円
）
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
の
節

税
に
つ
な
が
り
ま
す
。

４
．
少
子
化
時
代
に
強
い
積
み
立
て
方
式（
確
定
拠
出
型
）

　
　

の
年
金
で
す
。

　

自
ら
が
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
収
入
を
、
将
来
受

給
す
る
年
金
の
原
資
と
し
て
積
み
立
て
し
ま
す
。
加
入

者
・
受
給
者
の
数
に
左
右
さ
れ
に
く
い
安
定
し
た
年
金
制

度
で
す
。

５
．
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

保
険
料
は
自
ら
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に
向
け

て
、
月
額
二
万
円
か
ら
六
万
七
千
円
ま
で
千
円
単
位
で
設

定
で
き
、
い
つ
で
も
保
険
料
の
見
直
し
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
脱
退
も
自
由
に
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
脱
退
一
時

金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
加
入
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
そ

れ
ま
で
に
支
払
っ
た
保
険
料
は
将
来
受
給
す
る
年
金
の
原

資
と
な
り
ま
す
。

６
．
農
業
の
担
い
手
に
は
、
手
厚
い
政
策
支
援
（
保
険
料

　
　

の
国
庫
補
助
）
が
あ
り
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る
人
や
、
そ
の
人

と
家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
て
い
る
人
な
ど
、
一
定
の
条

件
を
満
た
す
人
は
月
額
二
万
円
の
う
ち
、
国
か
ら
月
額
最

高
一
万
円
（
最
長
二
十
年
）
の
保
険
料
の
補
助
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

■
農
業
者
年
金
に
加
入
さ
れ
る
人
は
、
国
民
年
金
の
付
加

　

年
金（
月
額
四
百
円
）
へ
の
加
入
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
農
業
者
年
金
基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
詳
し
い
内

　

容
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
年
金
額
の
試
算
も
で
き
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

http://w
w
w
.nounen.go.jp

　

農
業
委
員
会
で
は
、
食
料
の
生
産
基

盤
で
あ
る
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利

用
の
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

①
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止

　

・
解
消

②
農
地
の
違
反
転
用
発
生
防
止
対
策

な
ど
を
目
的
と
し
た
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
農
地
法

で
定
め
ら
れ
て
い
る
利
用
状
況
調
査
と

し
て
行
い
、
併
せ
て
「
荒
廃
農
地
の
発

生
・
解
消
状
況
に
関
す
る
調
査
」
の
現

地
調
査
と
し
て
も
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
九
月
中
に
各
地
区
の
農

業
委
員
、
農
業
委
員
会
と
農
林
課
の
職

員
が
湯
沢
市
管
内
全
て
の
田
畑
な
ど
の

農
地
を
見
回
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

農
地
法
に
基
づ
い
て
行
う
利
用
状
況

調
査
（
同
法
第
三
十
条
）
と
は
・
・
・

　

農
業
委
員
会
が
管
内
の
す
べ
て
の
農

地
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
、
遊

休
農
地
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
農
業

上
の
利
用
の
増
進
を
図
る
た
め
の
必
要

な
指
導
の
ほ
か
、
通
知
、
勧
告
と
い
っ

た
手
続
き
を
一
貫
し
て
実
施
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　7月20日、100歳の誕生日を迎えた小南ナツ
エさん。小南さんが入所中の養護老人ホーム
愛宕荘を市長が訪問し、祝い状とお祝い金を
手渡しました。小南さんは、「ありがとうござ
います。これからもよろしくお願いします」
と感謝の言葉を述べました。長寿の秘訣につ
いて、「山菜などの自然食を食べてきたこと
と、自分のペースでゆったりと過ごしてきた
こと」と娘さんが語ってくれました。また、
「入所したらさらに元気になった。職員の皆
さんのおかげです」と感謝していました。

▲100歳の誕生日を迎えた小南さん（下段中央）とご家族

小　南　ナツエ
こ みなみ

さん （愛宕荘）

おめでとうございます　100歳長寿

・利用状況調査
・荒廃農地の発生
・解消状況に関する調査

を実施します
⎫
⎬
⎭

　6月30日、秋田県少年少女陸上競技大会が行
われ、女子5年100メートルの決勝において、
14秒33の記録で優勝し、全国大会への出場権を
獲得しました。
　

○第29回全国小学生陸上競技交流大会
   8月23日、24日（神奈川県横浜市／日産スタ
　ジアム）

　7月13日～15日、秋田県中学校総合体育大会
陸上競技大会が行われ、女子2年100メートル
の準決勝において、12秒54の記録を出して全国
大会参加標準記録を突破し、出場権を獲得しま
した。また、同種目で優勝に輝きました。

○第40回全日本中学校陸上競技選手権大会   
　8月19日～22日（愛知県名古屋市／瑞穂公園
　陸上競技場）

湯沢南中学校2年　　
柴　田　あいり　さん

湯沢西小学校5年　　
越　後　杏　奈　さん

あんなえちご しばた

ひけ つ



【
ワ
ー
ド
の
応
用
】

・
講
習
期
間　

9
月
5
日
㈭
、
6
日
㈮

・
定　

員　

10
人　

【
第
一
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験準

備
講
習
】

・
講
習
期
間　

9
月
17
日
㈫
〜
20
日
㈮

・
定　

員　

20
人

【
衛
生
管
理
者
試
験
準
備
講
習
】

・
講
習
期
間　

9
月
19
日
㈭
、
20
日
㈮

・
定　

員　

10
人

○
時　

間　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

○
と
こ
ろ　

大
曲
技
術
専
門
校

○
対　

象　

現
在
、
お
勤
め
し
て
い
る
人

○
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

大
曲
技
術

　

専
門
校
民
間
訓
練
支
援
室
（
☎
0
1
8

 

7
62
6
3
2
1
）
へ

　

忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
口
座
振
替

を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
預
金
残
高
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

県
総
合
県
税
事
務
所
納

　

税
部
収
納
管
理
課
（
☎
0
1
8
―
8
6

 

0
―
3
3
3
1
）
ま
た
は
同
雄
勝
支
所

　
（
☎
73
3
1
8
1
）
へ

【
開
館
20
周
年
記
念
展
示

　
「
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
文
化
財
展

〜
秋
田
に
は
財た
か
らが
あ
る
〜
」

・
と　

き　

8
月
23
日
㈮
〜
9
月
23
日
㈪

　

／
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

【
県
政
映
画
上
映
会
〜
懐
か
し
き

昭
和
三
十
年
代
の
我
が
秋
田
〜
】

・
と　

き　

8
月
25
日
㈰
／
①
午
前
11
時

　

〜
正
午
②
午
後
2
時
〜
3
時

・
内　

容　

郷
土
秋
田
の
ニ
ュ
ー
ス
映
画

　

五
本

○
と
こ
ろ　

県
公
文
書
館
（
秋
田
市
）

○
問
い
合
わ
せ　

県
公
文
書
館
（
☎
0
1

 

8
―
8
6
6
―
8
3
0
1
）
へ

　

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

9
月
7
日
㈯
午
前
9
時
〜
午

　

後
3
時
30
分

○
と
こ
ろ　

県
果
樹
試
験
場
（
横
手
市
平

　

鹿
町
）

○
内　

容　

試
験
ほ
場
の
公
開
、
ブ
ル
ー

　

ベ
リ
ー
苗
木
プ
レ
ゼ
ン
ト（
先
着
300
人
）、

　

果
樹
栽
培
ミ
ニ
講
座
（
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

　

栽
培
な
ど
）、
リ
ン
ゴ
も
ぎ
取
り
体
験

　
（
小
学
生
以
下
）、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど

○
問
い
合
わ
せ　

県
果
樹
試
験
場
総
務
企

　

画
室
（
☎
0
1
8
2
㉕
4
2
2
4
）
へ

【
ピ
ア
ノ
部
門
】

・
と　

き　

10
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰

・
申
込
期
限　

8
月
30
日
㈮
（
必
着
）

【
弦
楽
器
部
門
、
声
楽
部
門
】

・
と　

き　

11
月
23
日
㈯

・
申
込
期
限　

9
月
30
日
㈪
（
必
着
）

【
管
・
打
楽
器
部
門
】

・
と　

き　

11
月
24
日
㈰

・
申
込
期
限　

9
月
30
日
㈪
（
必
着
）

○
と
こ
ろ　

ア
ト
リ
オ
ン
音
楽
ホ
ー
ル

　
（
秋
田
市
）

○
参
加
料　

三
千
円

○
参
加
資
格　

県
内
在
住
ま
た
は
県
出
身

　

者
で
、
原
則
と
し
て
25
歳
ま
で
（
声
楽

　

部
門
は
28
歳
ま
で
）

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
書
に
記
入
の

　

上
、
左
記
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
申

　

込
書
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

○
問
い
合
わ
せ　

県
文
化
振
興
課
秋
田
県

　

青
少
年
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局
（
☎

　

0
1
8
―
8
6
0
―
1
5
3
0
、
℻
同

　

3
8
8
0
、
*bunka@

m
ail2.pref.a

　

kita.lg.jp
）
へ

○
応
募
期
限　

8
月
30
日
㈮
（
必
着
）

○
応
募
資
格　

県
内
在
住
ま
た
は
県
出
身 

　

者
で
、
満
16
歳
以
上
の
人

○
募
集
作
品　

①
小
説
・
評
論
②
詩
③
短

　

歌
④
俳
句
⑤
川
柳
⑥
エ
ッ
セ
イ
・
紀
行

○
投
稿
料　

1
作
品
千
円（
学
生
は
無
料
）

※
一
人
一
部
門
に
つ
き
一
作
品
と
し
、
応

募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
掲
載

作
品
の
著
作
権
は
県
に
帰
属
し
ま
す
。
詳

細
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

県
文
化
振
興

　

課
調
整
・
文
化
振
興
班
「
あ
き
た
の
文

　

芸
」
係
（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―
1
5

 

3
0
、
℻
同
3
8
8
0
、
*bunka@

 

　

m
ail2.pref.akita.lg.jp

）
へ

あ
き
た
県
民
芸
術
祭
２
０
１
３

「
第
17
回
秋
田
県
青
少
年

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」

2013.08.15
7

あ
き
た
県
民
芸
術
祭
２
０
１
３

「
あ
き
た
の
文
芸
」第
46
集

作
品
募
集

県
公
文
書
館
か
ら
のお

知
ら
せ

県
果
樹
試
験
場参

観
デ
ー
開
催

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
募
集

９
月
２
日
㈪
は

個
人
事
業
税
の

納
期
限
で
す

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

九
月
二
日
㈪
が
納
期
限
の
市
税
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税　

第
二
期

○
市
県
民
税　

第
二
期

※
納
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は
、

納
期
限
後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

○
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

　

2
1
1
1
内
線
2
4
1
･
2
4
2
）
へ

　

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
世
界
の
名
器

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

○
と　

き　

10
月
19
日
㈯
午
前
9
時
30
分

　

〜
午
後
5
時

○
と
こ
ろ　

雄
勝
文
化
会
館

○
参
加
料　

無
料

○
定　

員　

70
組
程
度
（
先
着
順
）

※
演
奏
時
間
は
入
退
場
時
間
を
含
み
、
一

組
五
分
程
度
に
な
り
ま
す
。

○
募
集
期
間　

8
月
19
日
㈪
〜
9
月
19
日

　

㈭
○
申
し
込
み　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を  

　

記
入
の
上
、
左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
（
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
可
）

※
申
込
用
紙
は
、
左
記
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ　

第
29
回
国
民
文
化
祭
湯

　

沢
市
実
行
委
員
会
事
務
局
（
生
涯
学
習

　

課
内
☎
42
5
8
1
0
、℻
同
2
6
7
0
）

　

へ
【
倉
内
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

2
戸

・
完
成
年　

平
成
9
年
、
10
年

・
構　

造　

木
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

二
万
四
百
円
〜
三
万
五
千
五

　

百
円　
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

○
募
集
期
間　

8
月
19
日
㈪
〜
28
日
㈬

　
（
受
け
付
け
は
、午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画

　

課
建
築
住
宅
班
（
☎
73
2
1
1
1
内
線

 

5
4
1
･
5
4
2
）
へ　

　

秋
田
県
司
法
書
士
会
湯
沢
支
部
会
員
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

○
と　

き　

9
月
3
日
㈫
午
前
9
時
〜
午

　

後
4
時

○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
相
談
内
容　

相
続
、
贈
与
、
遺
言
、
不

　

動
産
名
義
、
登
記
手
続
き
、
借
金
、
多

　

重
債
務
な
ど

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

8
月
30
日

　

㈮
ま
で
、
く
ら
し
の
相
談
課
よ
ー
く
聴

　

く
窓
口
班
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
1
2

 

4
･
1
2
5
）
へ

　

現
在
、
水
稲
直
播
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
、
こ
れ
か
ら
水
稲
直
播
を
考
え
て
い
る

人
、
興
味
が
あ
る
人
を
対
象
に
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

9
月
4
日
㈬
午
後
1
時
30
分

　

／
湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
集
合

○
と
こ
ろ　

現
地
検
討
会
＝
稲
川
地
域
ほ

　

場
、
直
播
栽
培
講
習
会
・
交
流
会
＝
湯

　

沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

○
内　

容　

農
業
所
得
の
向
上
・
省
力
化

　

等
で
注
目
さ
れ
て
い
る
直
播
栽
培
技
術

　

研
修

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ   

8
月
30
日

　

㈮
ま
で
、
農
林
課
農
業
振
興
班
（
☎
73

　

2
1
1
1
内
線
6
0
2
）
へ

○
と　

き　

9
月
7
日
㈯

○
参
加
料　

千
五
百
円

○
対　

象　

市
内
在
住
の
人

○
定　

員　

30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締 

　

め
切
り
）

※
申
込
用
紙
は
各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

8
月
19
日

　

㈪
か
ら
26
日
㈪
ま
で
、
稲
川
生
涯
学
習

　

セ
ン
タ
ー
（
☎
42
5
8
1
6
）
ま
た
は

　

最
寄
り
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

市
税
は
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

第
29
回
国
民
文
化
祭・

あ
き
た
２
０
１
４
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

「
オ
ー
ビ
オ
ン
ピ
ア
ノ
リ
レ
ー
」

出
演
者
募
集

「
ふ
る
さ
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

in 

焼
石
岳
」参
加
者
募
集

司
法
書
士

　
　
　

無
料
法
律
相
談
会

水
稲
直じ
か

播ま
き

現
地
検
討
会
・

直
播
栽
培
講
習
会

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2013.08.15
6

市
営
住
宅
入
居
者
募
集



2013.08.15
9

○
と　

き　

9
月
1
日
㈰

○
と
こ
ろ　

羽
後
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

○
参
加
料　

五
千
円
（
プ
レ
ー
代
別
途
）

※
当
日
の
詳
細
は
、
申
し
込
み
の
際
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

8
月
26
日

　

㈪
ま
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ま
ち
ハ
ー
ト
・

　

オ
ブ
・
ゴ
ー
ル
ド
平
塚
（
雄
勝
庁
舎
内

　

☎
52
5
3
8
0
）
へ

　

秋
田
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
で

は
、
県
内
小
学
生
か
ら
「
健
康
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
描
い
た
絵
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
期
限　

9
月
13
日
㈮

○
応
募
規
定　

①
画
用
紙
で
四
つ
切
り
サ

　

イ
ズ
（
絵
と
一
緒
に
文
字
や
標
語
を
入

　

れ
る
）
②
画
材
は
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン

○
応
募
方
法　

裏
面
に
絵
の
タ
イ
ト
ル
、

　

名
前
、
学
校
名
、
学
年
、
保
護
者
の
名

　

前
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

　

左
記
へ
応
募
し
て
く
だ
さ
い

○
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
国
民

　

健
康
保
険
団
体
連
合
会
事
業
企
画
課
企

　

画
調
査
班
（
☎
0
1
8
―
8
6
2
―
6

 

5
8
5
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

○
と　

き　

8
月
18
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

　

後
1
時
／
午
後
0
時
30
分
受
け
付
け
終
了

○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
相
談
内
容　

各
種
制
度
や
福
祉
サ
ー
ビ

　

ス
の
内
容
・
利
用
に
関
す
る
こ
と
、
地

　

域
生
活
や
介
護
に
関
す
る
こ
と
な
ど

○
申
し
込
み　

包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

協
議
会
相
談
支
援
部
会
複
合
施
設
ぱ
あ

　

と
な
あ
（
☎
72
8
1
0
7
）
ま
た
は
市

　

福
祉
課
社
会
福
祉
班
（
☎
73
2
1
1
1

 

内
線
5
1
6
･
5
1
7
）
へ　

○
と　

き　

10
月
3
日
㈭
〜
平
成
26
年
3

　

月
28
日
㈮

○
と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田　

 

○
内　

容　

機
械
加
工
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
、
金
属

　

加
工
科
、
電
気
設
備
科
、
ビ
ル
管
理
科
、

　

住
宅
Ｃ
Ａ
Ｄ
施
工
科

○
受
講
料　

無
料（
教
科
書
代
等
は
別
途
）

○
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

　

込
み
を
し
て
い
る
人

○
定　

員　

各
18
人
（
筆
記
試
験
、
面
接

　

に
よ
り
選
考
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

8
月
30
日

第
28
回
湯
沢
市
民

雄
勝
地
域
ゴ
ル
フ
大
会

無
料
相
談
会

〜
障
が
い
や
病
気
な
ど
で

お
困
り
の
人
へ
〜

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

夏
休
み「
健
康
づ
く
り
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
」作
品
募
集

　

㈮
ま
で
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

　
（
☎
0
1
8
―
8
7
3
―
3
1
7
8
）へ

○
と　

き　

9
月
1
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

　

後
3
時

○
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

　

タ
ー

○
内　

容　

相
続
、
遺
言
、
帰
化
、
交
通

　

事
故
、
車
庫
証
明
、
農
地
法
関
係
、
会

　

社
設
立
、
家
系
図
作
成
な
ど

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
行
政
書
士
会
湯

　

沢
雄
勝
支
部
菊
地
（
☎
55
2
5
4
5
）

　

ま
た
は
武
石
（
☎
73
6
5
3
9
）
へ

○
と　

き　

9
月
18
日
㈬
午
前
11
時
〜
午

　

後
3
時
45
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

※
当
日
、
同
会
場
に
て
研
修
会
も
開
催
し

ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
人
は
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

9
月
10
日

　

㈫
ま
で
、
秋
田
県
発
達
障
害
者
支
援
セ

　

ン
タ
ー
ふ
き
の
と
う
秋
田
（
☎
0
1
8

 

―
8
2
6
―
8
0
3
0
）
へ

行
政
書
士
無
料
相
談
会

発
達
障
害
児
・
者
巡
回
相
談

（
予
約
制
）

　市では、中心市街地で新たに事業を始めたい人
のために、試験的に営業する場を 「まちなかにぎ
わいチャレンジショップ」 として設けています。
利用を希望する人は、下記の事項を確認の上、申
し込んでください。
○対　象　次のいずれかに該当する人
　1：湯沢市在住で新たに起業を希望する人
　2：湯沢市内に事務所および活動場所を有し、
　　　公益性のある活動を行っている市民活動団体
　3：学生等のうち、所属する学校の協力を得ら
　　　れる人
※2人以上で一店舗を共同利用することも可能です。
○ところ　湯沢市駅通り商店街（サンロード）
○利用期間　6カ月以内（更新あり）
○申し込み・問い合わせ　①事業概要書（様式第
　1号）②事業計画書（様式第2号）③履歴書な
　どを、まるごと売る課商工労政班（☎73‒2111、
　FAX79‒5057）へ

 募集
まちなかにぎわい
  チャレンジショップ  チャレンジショップ  チャレンジショップ

　
○
募
集
種
目　

航
空
学
生
・
一
般
曹
候
補

　

生
・
自
衛
官
候
補
生

○
資　

格　

平
成
26
年
3
月
高
校
卒
業
予

　

定
の
人
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人　

※
航
空
学
生
は
21
歳
未
満
の
人
。

○
受
付
期
限　

9
月
6
日
㈮

○
試
験
日　

一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候

　

補
生
＝
9
月
16
日
㈪
、
航
空
学
生
＝
9

　

月
21
日
㈯
、
自
衛
官
候
補
生
女
子
＝
9

　

月
25
日
㈬

※
詳
細
は
受
け
付
け
後
に
連
絡
し
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
横

　

手
地
域
事
務
所
（
☎
0
1
8
2
32
3
9

 

2
0
）
へ

　

冬
期
間
に
在
宅
で
の
生
活
が
困
難
に
な

っ
た
高
齢
者
な
ど
が
、
宿
泊
し
て
生
活
で

き
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○
と
こ
ろ　

湯
沢
市
指
定
介
護
予
防
拠
点

　

施
設
「
福
寿
荘
」（
秋
ノ
宮
）

○
実
施
期
間　

10
月
16
日
㈬
〜
平
成
26
年

　

4
月
15
日
㈫

○
対
象
者　

身
の
回
り
の
こ
と
が
自
分
で

　

で
き
る
人
で
、
冬
期
の
生
活
環
境
な
ど

　

の
問
題
に
よ
り
、
生
活
を
営
む
こ
と
に

　

不
安
の
あ
る
人
（
原
則
と
し
て
継
続
入

　

居
で
き
る
人
）

○
利
用
料　

一
日
千
円
と
食
事
代
一
日
千

　

円（
日
用
品
、そ
の
他
必
要
な
物
は
持
参
）

※
申
込
者
に
対
し
て
面
接
を
行
い
、
入
居

の
検
討
会
を
経
て
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

9
月
2
日

　

㈪
ま
で
、
社
会
福
祉
法
人
雄
勝
福
祉
会

　

老
人
福
祉
施
設
平
成
園
鎌
田
・
茂
木（
☎

　

52
5
2
1
0
）
へ

　

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を

調
査
し
た
結
果
の
縦
覧
と
調
査
結
果
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
縦
覧
】

・
期　

間　

8
月
26
日
㈪
〜
9
月
25
日
㈬

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

・
時　

間　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

・
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組

　

合
事
務
局
事
業
管
理
課

・
意
見
書
提
出
期
間　

9
月
26
日
㈭
か
ら

　

10
月
9
日
㈬
ま
で
、
湯
沢
雄
勝
広
域
市

　

町
村
圏
組
合
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す

※
詳
細
は
、
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
調
査
結
果
の
説
明
会
】

・
と　

き　

8
月
24
日
㈯
午
前
10
時

・
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

　

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村

　

圏
組
合
事
務
局
事
業
管
理
課
（
☎
73
9

 

6
9
0
、
℻
72
3
8
2
1
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

○
と　

き　

8
月
28
日
㈬
午
後
3
時
30
分

　

〜
5
時

○
と
こ
ろ　

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

○
講
演
１　
「
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
生

　

き
る
・
暮
ら
す
〜
元
気
な
と
き
も
介
護

　

が
必
要
に
な
っ
て
も
〜
」

○
講
師
１　

中な
か

村む
ら

順よ
り

子こ

さ
ん
（
秋
田
大
学

　

大
学
院
医
学
系
研
究
科
保
健
学
専
攻
教

　

授
）

○
講
演
２　
「
注
意
と
は
何
か
〜
注
意
の

　

解
剖
学
と
処
方
箋
に
つ
い
て
考
え
る
」

○
講
師
２　

森も
り

和か
ず

彦ひ
こ

さ
ん
（
秋
田
大
学
教

　

育
文
化
学
部
教
育
心
理
学
講
座
教
授
）

○
参
加
料　

無
料

○
定　

員　

120
人

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
大
学

　

横
手
分
校（
☎
0
1
8
2
38
8
3
0
4
）

　

へ

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
託
児

（
要
予
約
）
も
あ
り
ま
す
。

○
と　

き　

9
月
3
日
㈫
午
後
1
時
〜
3

　

時
／
1
人
30
分

○
と
こ
ろ　

横
手
保
健
所

○
相
談
内
容　

男
女
間
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

○
定　

員　

4
人

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
中

　

央
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ハ
ー
モ

　

ニ
ー
相
談
室
（
☎
0
1
8
―
8
3
6
―

 

7
8
4
6
）
へ

○
と　

き　

9
月
26
日
㈭
〜
12
月
25
日
㈬

　

／
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
50
分

○
と
こ
ろ　

㈱
し
す
て
む
工
房（
横
手
市
）

○
内　

容　

簿
記
・
労
務
管
理
・
ワ
ー
プ

　

ロ
・
表
計
算
ソ
フ
ト
の
基
礎
操
作
な
ど

○
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

○
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

　

込
み
を
し
て
い
る
人

○
定　

員　

15
人
（
面
接
な
ど
に
よ
り
選

　

考
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

9
月
2
日

　

㈪
ま
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
沢
（
☎
73

　

6
1
1
7
）
へ

平
成
25
年
度

「
メ
デ
ィ
カ
ル・サ
イ
エ
ン
ス

カ
フ
ェ・ネ
ク
ス
ト
」

無
料
法
律
相
談

求
職
者
支
援
訓
練

「
一
か
ら
は
じ
め
る
事
務

習
得
科
」
受
講
者
募
集

生
活
環
境
影
響
調
査

報
告
書
の
縦
覧
お
よ
び

住
民
説
明
会

2013.08.15
8

自
衛
官
募
集

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
齢
者

相
互
援
助
ホ
ー
ム
事
業

入
居
者
募
集

そ
の
他
の
お
知
ら
せ



○と　き　8月29日㈭

　　　　　午後1時30分～4時

　　　　　（午後1時から受け付け）

○ところ　湯沢ロイヤルホテル

○内　容　・面接会　

　　　　　・職業適性診断　

　　　　　・ハローワーク相談コーナー　

　　　　　・シルバー人材センター相談コーナー　

○対　象　・求職者

　　　　　　①ハローワーク湯沢管内およびその

　　　　　　　周辺に就職希望の人

　　　　　　②地元秋田へのＡターン就職を希望

　　　　　　　している人

　　　　　　③学校卒業予定者（大学院、大学、

　　　　　　　短大、高専、専修学校）

　　　　　・事業所

　　　　　　県内に就業場所がある事業所

○申し込み　・求職者

　　　　　　　①事前申し込みは不要で、入退場自由

　　　　　　　②参加料は無料

　　　　　　　③当日は履歴書を御持参ください

　　　　　　※この面接会は、雇用保険受給者の就職

　　　　　　　活動として認められます。

　　　　　　・事業所

　　　　　　　8月23日㈮まで、「参加申込書」 と

　　　　　　　「事業所ＰＲ」 に記入の上、下記へ郵

　　　　　　　送またはファクス等で提出してくださ

　　　　　　　い

○問い合わせ　まるごと売る課商工労政班

　　　　　　　（☎73‒2111内線621～623､

　　　　　　　FAX79‒5057）へ

 平成25年８月 「合同就職面接会」 開催 平成25年８月 「合同就職面接会」 開催 平成25年８月 「合同就職面接会」 開催

主婦年金（第3号被保険者）からの切り替えの手続きが2年以上主婦年金（第3号被保険者）からの切り替えの手続きが2年以上
遅れたことがある人は、大曲年金事務所に問い合わせください遅れたことがある人は、大曲年金事務所に問い合わせください!
主婦年金（第3号被保険者）からの切り替えの手続きが2年以上主婦年金（第3号被保険者）からの切り替えの手続きが2年以上
遅れたことがある人は、大曲年金事務所に問い合わせください遅れたことがある人は、大曲年金事務所に問い合わせください!
主婦年金（第3号被保険者）からの切り替えの手続きが2年以上
遅れたことがある人は、大曲年金事務所に問い合わせください!

　臨床心理士橋本まり子先生の協力のもと、心の健康に関する話題を毎月15日号で紹介します。
はしもと こ

●第16回　テーマ 「対人関係を良くする距離」

心のリラックスタイム

●人口
　 男
　 女

50,147人
23,868人
26,279人

………
………
………

（－39人）

（－12人）

（－27人）●世帯数 18,271世帯… （±0世帯）

前月比

前月比
7月末現在
人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き

11
2013.08.15

国民年金の豆知識　Vol.3国民年金の豆知識　Vol.3国民年金の豆知識　Vol.3国民年金の豆知識　Vol.3国民年金の豆知識　Vol.3

　上手に考え、気分をスッキリさせるための考えるコツ
は、次の通りです。
　①最初に思い付く原因を思い浮かべる
　②その他の原因を考える
　③そのときの気持ちを考える
　④思い直したり、解決に向けて考え始めたりする。
迷ったときは、この4点を意識しながら、考えてみましょう。

～橋本まり子先生によるこころの健康相談会（完全予約制）～
　広報ゆざわ4月1日号に年間予定表を折り込んでいま
す。予約は随時受け付けているため、希望日がすでに定
員に達している場合がありますので、希望する人は、事
前に下記まで問い合わせください。

～傾聴ボランティア“つながる手の会”による
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほっとサロン～
　このサロンは、誰でも自由にお話しできる場所です。
どうぞご利用ください。9月は下記の日程で行います。
時間は午後1時から3時までです。
4日㈬　湯沢勤労青少年ホーム1階娯楽室
11日㈬　雄勝文化会館オービオンふるさとホール

○申し込み・問い合わせ　健康対策課保健推進班
　（☎73‒2111内線134～136）へ

　私たちは、「自分のことを周りはどう思っているのだ
ろうか」 と気になるときがあります。それは、よい意味
だと、周囲に配慮したり、自分の悪いところや弱点を直
したりする力がついてきたということでもあります。し
かし、気にしすぎて疲れるときがあるかもしれません。
　さて、皆さんは、次の場面でどんなことが頭に浮かび
ますか。（　）の中にセリフを入れてください。

　普段、私たちは、相手の気持ちを想像・予測して、行
動していることが多いのです。なぜ、そのようなことが
起きたのか、まず理由を考えてしまいます。
　このセリフを書くとき、「嫌いなのではないか・無視
した・怒っている」 と、マイナスのことばかり予測した
人はいませんか。よくないことばかりに確信を持って想
像してしまう人は、そのときの感情で思い浮かべてしま
いがちです。まだまだいろんな状況がありますよね。
　他の原因を探すため、上記のセリフ以外で別の角度から、
いくつか考えてみましょう。すぐ浮かぶ考えから、冷静に
考え、問題に対処するために自分の考えている結果以外
の違った原因を探し出す能力を引き出してみましょう。
　Ａさんは、「たまたま急いでいた。私の声に気付かな
かった。体調が悪かった。」 などがあります。
　
　

ＡさんにＡさんに「おはようおはよう」と声を掛けたのに、返事もしないでと声を掛けたのに、返事もしないで
通り過ぎてしまった。Ａさんは、私のことを（　　　　）。通り過ぎてしまった。Ａさんは、私のことを（　　　　）。
Ａさんに「おはよう」と声を掛けたのに、返事もしないで
通り過ぎてしまった。Ａさんは、私のことを（　　　　）。

　原則として20歳から60歳までのすべての人が 「年金」 に加入することになっていますが、会社員などの夫（第
2号被保険者）に扶養されている妻（専業主婦：第3号被保険者）は、保険料を納める必要はありません。
　ただし、夫が会社を退職した場合や妻自身の年収が増えたときなどは、手続き（第3号被保険者から第1号被
保険者への変更届）をして、保険料を納めなくてはいけませんが、この手続きが2年以上遅れたことがある人は、
2年以上前の保険料を納付することができないため、保険料の 「未納期間」 が発生します。
　このたび、専業主婦の年金が改正され、このような人が手続きするこ
とにより、「未納期間」 を 「受給資格期間」 に算入することができるよ
うになりました。
　手続きをすることにより、無年金や年金の減額を防ぐことができます。
また、老齢年金だけでなく、万一のとき、障害年金などの受給権の確保
にもつながります。
●問い合わせ　大曲年金事務所（☎0187-63-2295）へ

　7月1日から、専業主婦（妻が勤め、夫が専業主夫の場合も同様）の年金が改正され、会社員などの夫が退職
した際などに年金の切り替えの手続き（第2号被保険者→第1号被保険者）が遅れたため、国民年金の保険料が
未納になっている妻が手続きをすることにより、年金を受け取れるようになる場合があります。

専業主婦（夫）の年金が改正されました専業主婦（夫）の年金が改正されました!専業主婦（夫）の年金が改正されました!



み
ん
な
で
目
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そ
う
、世
界
ジ
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ク
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演
示
実
験
で
来
場
者
に

「
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
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Ｐ
Ｒ
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カ
ル
デ
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験
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子
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も
た
ち
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複
合
カ
ル
デ
ラ
を
つ
く
ろ
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七
月
二
十
七
日
㈯
・
二
十
八
日
㈰
に
科
学

技
術
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
開
催
さ
れ

た
「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
２
０
１

３
全
国
大
会
」
に
、
湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
も
参
加
し
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
典
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
科
学

技
術
振
興
財
団
と
「
青
少
年
の
た
め
の
科
学

の
祭
典
」
全
国
大
会
実
行
委
員
会
が
主
催
す

る
も
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
青
少
年
に
科

学
技
術
の
面
白
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
展
者
が
、
日
夜
工
夫
を
凝
ら
し
た
化
学

実
験
や
化
学
工
作
を
一
堂
に
集
め
て
、
子
ど

も
た
ち
が
自
ら
触
れ
て
、
作
っ
て
、
動
か
し

て
、
納
得
が
い
く
ま
で
楽
し
む
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
科
学
技
術
の
理
解
増
進
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
連
れ
な
ど
、
二
日
間
で
お
よ
そ
一
万

五
千
人
が
来
場
。
会
場
に
詰
め
掛
け
た
多
く

の
児
童
・
生
徒
は
、
各
ブ
ー
ス
を
回
り
な
が

ら
、
工
作
や
実
験
を
し
た
り
、
興
味
深
そ
う

に
実
験
を
観
察
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
が
演
示

し
た
実
験
は
「
複
合
カ
ル
デ
ラ
を
つ
く
ろ

う
！
」
で
す
。

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
日
本
列
島
で
は
、
火
山

の
活
動
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
地

形
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

カ
ル
デ
ラ
と
は
、
一
度
に
た
く
さ
ん
の
マ

グ
マ
が
噴
出
し
、
地
下
の
マ
グ
マ
だ
ま
り
が

ほ
か
に
も
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
、
下
仁

田
ジ
オ
パ
ー
ク
、
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
が

合
同
で
ブ
ー
ス
を
設
け
、
来
場
者
に
ジ
オ

パ
ー
ク
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

日
本
に
初
め
て
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
が
誕
生

（
糸
魚
川
・
洞
爺
湖
有
珠
山
・
島
原
半
島
）

し
た
「
八
月
二
十
二
日
」
を
『
ジ
オ
パ
ー
ク

の
日
』
と
し
て
い
ま
す
。

　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
で
は
、

こ
の
『
ジ
オ
パ
ー
ク
の
日
』
を
皆
さ
ん
に

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
と　

き　

８
月
19
日
㈪
午
前
10
時

◇
と
こ
ろ　

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

◇
内　

容　

講
演
「
ジ
オ
パ
ー
ク
で
日
本
列

　

島
の
生
い
立
ち
を
知
る
」
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ど

◇
講　
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絢
一
郎
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ん
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域
お
こ
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協
力
隊
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藤
靖
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ん
（
神
奈
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県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
館
長
／
稲

　

庭
町
出
身
）

空
洞
に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
陥
没
す
る
と
で
き

る
地
形
の
こ
と
。
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
で
も
、

院
内
や
三
途
川
な
ど
で
は
過
去
に
カ
ル
デ
ラ

が
で
き
る
よ
う
な
火
山
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
地
形
を
、
風
船
と
土
を
使
っ
て
再
現

す
る
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
目
の
前
で
カ
ル
デ
ラ
が
で
き
る

様
子
を
観
察
で
き
た
た
め
、
カ
ル
デ
ラ
の
で

き
方
を
し
っ
か
り
と
理
解
で
き
た
よ
う
で
す
。

◆
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク
が
集
ま
っ
て
Ｐ
Ｒ

　

こ
の
大
会
に
は
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
の

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」出
前
講
座

　

申
し
込
み
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問
い
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わ
せ

ｉ◆
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湯
沢
市
ジ
オ
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ー
ク
推
進
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議
会
事
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課
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オ
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ー
ク
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進
室
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73
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１
１
内
線
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４
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・
６
４
４
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８
月
22
日
は
「
ジ
オ
パ
ー
ク
の
日
」

【
真
夏
の
ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会
】

　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

　他のジオパークも独自にブースを設け
て、ジオパークの特徴などＰＲを行って
いました

　小・中学生とその保護者など、多くの
人が興味深そうに実験を観察

さ
い
と
う
や
す
じ

か
わ
べ
け
ん
い
ち
ろ
う
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“ 人権 ”って
なんだろう？

男女共同参画・少子化対策
通信

△

電話相談
　■みんなの人権１１０番
　　０５７０－００３－１１０（ナビダイヤル）
　　　家庭内や近隣間のトラブルなどさまざまな困りご
　　とに悩んでいたらお電話ください
　■女性の人権ホットライン
　　０５７０－０７０－８１０（ナビダイヤル）
　　　ＤＶ、ストーカー行為など、女性の人権にかかる
　　問題を専門に扱う相談電話です
　■子どもの人権１１０番
　　　０１２０－００７－１１０
　　　子どもだけでなく、子どもが発する信号を
　　キャッチした大人も利用できます。

　職員や人権擁護委員が相談を受け、必要に応じて
調査をし、解決のための最善の方法を一緒に考えま
す。相談料は無料。秘密は守られますのでご安心く
ださい。

△

面接相談
　■場　　所　秋田地方法務局湯沢支局内男女共同
　　　　　　　参画社会推進部
　■受付時間　午前８時３０分～午後５時１５分
　　　　　　　（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
　■申し込み・問い合わせ　☎７３－２４５０

△

インターネット人権相談（24時間受け付け）
　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html

　一人一人が人間として大切にされ、幸福な生活を営むため
になくてはならないもので、日本国憲法で保障されている大
切な権利です。
　自分の人権について知ることは、他人の権利を大切にし、
人権侵害を防ぐ力にもなります。ぜひ皆さんも人権について
考えてみましょう。

【誰もが生まれながらに持つ権利】
【人が人らしく生きる権利】
【全ての人が幸せになれる権利】

【誰もが生まれながらに持つ権利】
【人が人らしく生きる権利】
【全ての人が幸せになれる権利】

これって変だ！と思ったら　…　一人で悩まず

法務局・人権擁護委員に相談を！

申し込みは不要。直接会場にお越しください。

○演　題　現代における結婚支援とそのあり方

○講　師　板本洋子さん
　　　　　（結婚支援アドバイザー）

○申し込み・問い合わせ　企画課男女共同参画・少
　子化対策室（☎73‒2111 内線438）

◆と　き　9月2日㈪午前10時30分～正午
　　　　　（開場：午前10時）
◆ところ　湯沢グランドホテル
◆入場料　無料

　　抽選で市民３人を対象に、午後１時から１人
　30分程度の個別結婚カウンセリングを行います。
　　希望者は下記まで電話で申し込みください。

いたもとよう こ

結婚相談のプロが教える結婚相談のプロが教える
“イマドキの結婚事情 ”“ イマドキの結婚事情 ”
～親のための婚活セミナー開催～～親のための婚活セミナー開催～

結婚相談のプロが教える
“イマドキの結婚事情 ”
～親のための婚活セミナー開催～

「学校・職場でのいじめ」
「子どもや高齢者に対する暴力」
「インターネットでの誹謗中傷」
「プライバシー侵害」
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新校舎建設に向けて
歩みだす

雄勝地域統合小学校建設工事安全祈願祭
　7月16日、晴天の下で行われた雄勝地域統
合小学校建設工事安全祈願祭。
　齊藤市長をはじめ、和田教育長、市議会議
員、雄勝地域小・中学校の校長、ＰＴＡ役員
などが出席。新校舎は、3階建ての小中一体
型校舎に生まれ変わり、平成27年4月１日の
開校に向けて、建設が進められています。
　また、雄勝中学校校舎内にある教室の一部
を小学校の教室として使用するなど、教育環
境の整備と児童の学校生活の充実を図ります。

※雄勝地域統合小学校とは、横堀・院内・秋
ノ宮・小野小学校の４校が統合する小学校の
ことです。

絵どうろう制作に挑戦
絵どうろう教室

　7月23・24日、夏休みを利用して、学区を
越えた交流をしようと、須川地区センターを
会場に絵どうろう教室が行われ、須川小学校
と山田小学校の児童17人が参加しました。
　23日は、木炭での下書きから色付けまで。
24日は枠に絵を貼り付ける作業を行いました。
絵どうろうは、小さいものの手順も道具も通
常の絵どうろうと同じもの。苦労して仕上げ
た絵を、慎重に枠に貼り付けていました。
　完成した絵どうろうは、8月末日まで駅通
り商店街（サンロード）の湯沢市チャレンジ
ショップ2号店内に展示されます。

平和への思い、新たに
平成25年度湯沢市戦没者追悼式

　7月26日、湯沢文化会館を会場に湯沢市戦
没者追悼式が行われ、市内全域から遺族や関
係者など213人が参加しました。
　式では、戦没者遺族・遺児を代表して吹谷
和郎さんが「先の大戦が終結して68年。戦争
の教訓を心に刻み、子や孫を再び戦場に送る
ことのないよう、固い信念のもとに一層努力
することを誓う」、齊藤市長は「真に平和で
豊かな社会の実現と、湯沢市のなお一層の発
展のために、努力していくことを誓う」とあ
いさつしました。
　その後の献花では、深く頭を下げる人、目
を閉じ手を合わせる人の姿が見られました。

◀玉串奉奠の様子。神官から玉串を受け取る齊藤市長
たまぐしほうてん

▲家族や仲間への思いと、平和への誓いを胸に献花を行う

▲橋本五郎さんの基調講演の様子▲法務大臣からのメッセージを齊藤市長に伝える皆川会長

▲体験コーナーの参加者▲仲間とともにイベントを楽しみながらドイツビールを味わう ▲みんなで協力して、慎重に絵を貼ります2013.08.15
15

生活の安全と定住のために
東北中央自動車道新庄・湯沢地域間を考える会

　7月2日、東北中央自動車道新庄・湯沢地域間を考える
会が湯沢文化会館で開催され、秋田県、山形県の関係者な
ど約1,000人が参加しました。会では、読売新聞特別編集
委員の橋本五郎さんによる基調講演が行われました。橋本
さんは、「道路は手段、道路が完成してから自分の住んで
いる所をどうするかが大切」と話していました。参加者は
時おり笑いながらも、熱心に聞き入っていました。

力を合わせ明るい社会を築く
第63回「社会を明るくする運動」

　7月は、青少年の非行防止と更生保護の推進を目的とし
た「社会を明るくする運動」強調月間です。初日となる１
日、市役所本庁舎前で法務大臣メッセージ伝達・のぼり旗
設置出発式が行われました。
　式では、湯沢地区保護司会の皆川俊治会長が、法務大臣
からのメッセージを代読。齊藤市長は「こうした運動は地
道な活動が大切。これからも協力を」とあいさつしました。

福祉の輪を広げよう
第28回ゆざわ市ふれあい広場

　7月7日、第28回ゆざわ市ふれあい広場が柳町商店街犬
っこ通りで開催されました。この催しは障がい者、高齢者、
子どもなど地域住民が一堂に会し、福祉体験をしながら心
のふれあいを深め、思いやりの心の増進を目的に行われて
います。当日は福祉体験コーナーや小学生による吹奏楽演
奏、餅つき、太鼓の演奏などが行われ、多くの家族連れで
にぎわっていました。

本場のビールに舌鼓
ドイツビールフェスティバル in 湯沢

　7月13・14日、ドイツビールフェスティバル in 湯沢
（主催：まちなかにぎわいイベント実行委員会）がイベン
ト交流広場（大丈跡地）を会場に行われました。
　ドイツビールは黒ビールや白ビールなど3銘柄を用意。
会場内は、この機会にドイツビールを味わおうという人で
にぎわい、ステージイベントを楽しみながら本場のビール
を味わっていました。

はし もと　ご　ろう

ふき　や

かずろう

みな がわしゅん じ
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▲7月16日、雄勝地域統合小学校建設工事安全祈願祭式典での
　様子

107,050

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

7月分

合　　　計 6

5 97,050接　遇　費 平成25年度湯沢市酒米研究会通常総会
ほか

七夕絵どうろうまつりコンクール優秀賞
寄贈

0 0餞　　　別

00慶　弔　費

0 0贈 答 品 代

0 0行事出席等の会費

1 10,000協　賛　費

市長日誌（7月）

交際費報告

1日（月） 社会を明るくする運動出発式、湯沢雄勝地域定住自立圏
共生ビジョン懇談会、防犯指導隊フルーツパトロール出
発式

3日（水） 湯沢河川国道事務所との事業調整会議
4日（木） 秋田国道協議会通常総会（秋田市）
5日（金） 湯沢市認定農業者協議会総会

2日（火） ダム建設事業研修会／雄物川水系・成瀬ダム建設促進同
盟会通常総会／成瀬ダム水道利水対策協議会総会（横手
市）、秋田県南のインフラを考える会第3回通常総会、
東北中央自動車道新庄・湯沢地域間を考える会

7日（日） 白子川・姉倉沢川一斉クリーンアップ、第41回中井沢川
クリーンアップ、第28回湯沢市ふれあい広場、楽天イー
グルス野球塾 in 稲川

13日（土） 第62回秋田県中学校総合体育大会ハンドボール大会
14日（日） 湯沢市消防訓練大会

10日（水） 北海道置戸町役場表敬訪問（～11日）
8日（月） 菅義偉内閣官房長官来湯、道路関係要望会

　

今
か
ら
百
四
十
五
年
前
ま
で
士
農
工
商
の
身
分
制
度
が
あ
り
ま
し
が
、
経

済
成
長
も
戦
争
も
無
い
、
徳
川
幕
府
に
よ
る
平
和
な
江
戸
時
代
が
二
百
六
十

八
年
間
続
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
黒
船
と
呼
ば
れ
た
四
隻
の
蒸
気
軍
艦
を
率
い
た
ペ
リ
ー
の
来
航

に
よ
り
、
日
本
の
鎖
国
が
突
然
終
わ
り
を
告
げ
、
明
治
政
府
は
四
民
平
等
と

近
代
化
政
策
を
う
た
い
、
極
東
の
小
さ
な
島
国
で
あ
る
日
本
が
、
帝
国
主
義

時
代
の
世
界
の
荒
波
に
も
ま
れ
る
船
出
を
し
ま
し
た
。 

　

先
月
、
湯
沢
市
と
歴
史
的
に
縁
が
深
く
、
人
間
ば
ん
馬
祭
り
で
有
名
な
北

海
道
置
戸
町
を
表
敬
訪
問
し
、
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

明
治
四
十
四
年
春
、
前
年
の
豪
雨
洪
水
で
死
者
を
出
し
た
平
鹿
郡
と
雄
勝

郡
の
農
家
六
十
五
世
帯
が
、
極
寒
の
地
、
北
海
道
北
見
地
方
置
戸
町
に
入
植

し
て
百
年
。
秋
田
県
人
が
移
り
住
ん
だ
地
区
は
秋
田
地
区
と
名
付
け
ら
れ
、

今
で
は
、
子
孫
の
皆
さ
ん
が
開
拓
さ
れ
た
広
い
農
地
で
農
業
を
営
み
、
立
派

に
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
置
戸
町
は
、
人
口
約
三
千
二
百
人
の
山
間
の
小
さ

な
町
で
す
が
、
区
画
整
理
さ
れ
た
市
街
地
は
道
路
も
広
く
、
大
変
コ
ン
パ
ク

ト
な
街
づ
く
り
で
、
あ
ら
ゆ
る
公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
九
世
紀
は
、
欧
州
列
強
国
が
世
界
の
海
を
支
配
し
、
植
民
地
化
政
策
を

推
し
進
め
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
開
拓
史
は
、
大
国
帝
政
ロ
シ
ア
の
南
下
政
策
に
危
機
感
を
抱
い

た
明
治
政
府
の
国
策
で
も
あ
り
ま
し
た
。
網
走
監
獄
の
歴
史
も
原
点
は
そ
こ

に
あ
り
ま
し
た
。

　

現
代
も
、
竹
島
問
題
や
中
国
の
尖
閣
諸
島
へ
の
侵
入
の
脅
威
に
よ
り
、
領

土
領
海
の
国
防
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
歴
史
は
繰
り
返
す
も
の
で
す
。
身
近
な
郷
土
の
歴
史
や
日
本
の
近

代
史
、
北
海
道
の
開
拓
史
か
ら
、
明
治
時
代
に
思
い
を
は
せ
、
歴
史
の
舞
台

を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
先
祖
の
地
で
あ
る
秋
田
県
に
対
す
る
思
い
が
大

変
強
く
、
と
て
も
親
近
感
を
感
じ
ま
し
た
。
先
祖
を
知
り
、
ル
ー
ツ
を
訪
ね

る
こ
と
は
今
の
自
分
を
知
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
、
今
を
知
る
た
め
に
も
欠
か
せ
な
い
、
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
し
た
。

16日（火） 雄勝地域統合小学校建設工事安全祈願祭、道路関係要望
会（秋田県庁）

18日（木） 湯沢日独協会総会
19日（金） 健康講演会
20日（土） 100歳長寿お祝い
22日（月） 国道398号湯浜・小安街道道路整備推進協議会要望会（宮

城県）
23日（火） あきたリッチセミナー in ＴＯＫＹＯ（東京都）
24日（水） 首都圏企業訪問（東京都・埼玉県）

17日（水） 海フェスタおが ～海の祭典2013 in 秋田～記念式典（男
鹿市民文化会館）

25日（木） 定例記者会見、湯沢市納税貯蓄組合連合会総会、栃木県
矢板市区長会視察研修、鳥獣被害防止隊委嘱状交付式

26日（金） 沢かずおさん地元ソング贈呈、湯沢市戦没者追悼式、あ
きぎん経営説明会、いきいき湯沢21第2次地方計画策定
委員会

27日（土） 高速道路ネットワークを利用した地域づくりフォーラム
in 秋田（秋田県庁）、第9回湯っこの村温泉まつり

29日（月） 月例会議、わらび座による表敬訪問、下院内トンネル安
全祈願祭

30日（火） 湯沢市行政員感謝状贈呈式

お
け　
と　
ち
ょ
う

17

7月31日届け出分まで

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。
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7.17

7.18

7.20

7.22

7.22

7.23

7.23

7.26

7.28

7.29

7.29

7.30

7.30

7.31

82

82

83

85

91

90

89

78

83

86

91

77

86

90

76
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御嶽町第１

上　　　地

千 石 町 北

横　　　山

外前森第２

上　八　幡

いさみが岡

三　途　川

西新町第２

いさみが岡

さつき町第２

さつき町第３

吹張町第３

岡　　　田

深 堀 ３ 区

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

京　　　政

縦　小　路

健　寿　苑

新　　　町

縦　小　路

大　　　谷

下　　　宿

84

88

102

86

77

26

90

7.15

7.16

7.16

7.16

7.21

7.28

7.30

幸　造

昭

本　人

本　人

斉

直　典

本　人

播 摩　良 一さん

佐 藤　幸 子さん

阿 部　ト メさん

松 村　ヒ サさん

佐 藤　武 志さん

髙 橋　　 梓さん

三 春　正 吉さん

7月31日届け出分まで

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

　　　うらら

しゅか

ななみ

けいや

みひろ

沼 田　　 麗ちゃん

宮 田　珠 歌ちゃん

髙 橋　七 海ちゃん

松 田　京 也くん

鈴 木　己 尋ちゃん

7. 5

7. 7

7. 7

7. 8

7.14

堂　ヶ　沢

田 町 第 １

愛宕町第１

杉沢裏第１

倉内団地第１

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

ももか

あ　み

の　え

瀬 川　李 果ちゃん

吉 水　愛 実ちゃん

佐 藤　希 依ちゃん

7. 6

7. 8

7.12

山 王 新 町

久　保　３

百　目　木

幸樹さん・美里さん

鉄也さん・めぐみさん

祐太さん・美乃理さん

　　　かおる

れんと

ののか　

かずき

　　　いつき

　　　りん

そ　ら

佐 藤　　 薫くん

高 橋　怜 永くん

渡 部 希々香ちゃん

渡 部　一 希くん

佐 藤　　 樹くん

髙 橋　　 凛くん

髙 橋　空 蒼くん

7.18

7.19

7.19

7.19

7.21

7.25

7.29

両　　　神

南新町第１

森　　　上

森　　　上

水　上　上

杉沢裏第２

清水町第４の２

健太さん・久美子さん

諒さん・香菜さん

一仁さん・恵里子さん

一仁さん・恵里子さん

太樹さん・美香子さん

俊裕さん・琴子さん

和土さん・典子さん

愛　宕　町

八　　　丁

泉　　　沢

城　ノ　内

87

85

86

87

6.26

7.22

7.27

7.31

喜四郎

本　人

本　人

悦　子

惠　一

本　人

本　人

明　美

毅

本　人

と　み

通　子

正之助

本　人

友　祐

淳さん・清美さん

めぐみさん

直樹さん・香織さん

昌一さん・愛さん

和博さん・恵美さん

佐 藤　洋 子さん

姉 﨑　敦 子さん

高 橋　　 恒さん

松 田　綾 子さん

伊 藤 永之助さん

髙 橋　ミ ナさん

長谷川タミヱさん

遠 田　　 博さん

藤 森　　 茂さん

佐 藤　京 子さん

柴 田　定 男さん

髙 橋　昭 一さん

山 内　　 幸さん

後 藤　ト シさん

佐 藤　ミ ヨさん

良　三

誠　一

健　一

　　一

小 松　ミ ヱさん

久 米　昭 一さん

柏 原　ミ ヤさん

榮 喜　周 治さん
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